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② 斑点米対策 
 
・斑点米は農産物検査では
着色粒に分類される 

・１等米：混入率 0.1％以下 

    

 

 

 

 
 

本県の今年の水稲うるち米の１等米比率は、55.9％と低くなりました（令和 6年 11月 29日農林水産省

発表「令和 6年産米の農産物検査結果（速報値）（令和 6年 10月 31日現在）」）。 

等級落ちの主な原因の一つとして斑点米カメムシ類による着色米があります。 

今年は、斑点米カメムシ類の発生が多くなりました（7月 11日に茨城県病害虫防除所が注意報を発表）。 
発生の多い地域では、①不稔粒対策には出穂期～穂揃期の防除、②斑点米対策には乳熟期の

防除の計２回の実施が必要ですので、来年の防除の参考にしてください。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
                                                      （図：茨城県農業研究所） 

 
防除薬剤は令和6年７月11日発表病害虫発生予察注意報第２号（tyuuihour06-2.pdf (pref.ibaraki.jp)）を参照してください 

 

 

 

 

 

水稲うるち玄米の品位（農産物検査規格） 

 
 
 

＊着色粒とは、粒面の全部又は一部が着色
した粒及び赤米をいう 

 

 
 

 

 

 

 

 １等 ２等 ３等 

着色粒* 0.1％ 0.3％ 0.7％ 

令和6 年12 月4 日 

今年の水稲斑点米カメムシ類の発生と防除対策 

■ 農薬使用の際は、必ずラベル及び登録変更に関するチラシ等の記載内容を確認し、飛散に注意して使用して下さい。 

■ 営農 News はＪＡ全農いばらきホームページでもご覧になれます。 

農機営農支援部 営農支援課  電話：029-291-1012  FAX：029-291-1040 
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斑点米カメムシ類の加害部位と加害時期 
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① 不稔粒対策（減収対策） 
 

・この時期に集中して加害される

と不稔（しいな）になり減収となる 

・穂は青立ちになる 

 

防除時期 

本県における主な

斑点米カメムシ類

は、クモヘリカメム

シ、イネカメムシ、

アカスジカスミカ

メです。 
 

カメムシの種類に

よって加害部位が

異なります。 

 

https://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/nosose/byobo/boujosidou/yosatsujoho/documents/tyuuihour06-2.pdf

